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本稿は、2019年 9月 28～29日にコラッセふくしまで開かれた日本放射線看護学会第 8回学術集会のシンポ
ジウム 2「Well-Beingに向けたリスクコミュニケーションと協働活動」に関する報告である。東日本大震災と
福島第一原子力発電所事故後に放射線被ばく、心身の健康や社会的健康といったさまざまなリスクがもたらさ
れたなかで、住民、行政機関、多職種の専門家との橋渡しの役目を担う看護師や保健師の重要性が増している。
そこで、リスクコミュニケーションに関する活動を、生活を取り戻し、すべての人々のWell-beingをめざす対
話と協働活動と位置づけ、本シンポジウムを開催した。
小林は「福島県いわき市における文化多様性コミュニティ形成の試み」との題目で、避難者と避難を受け入
れた地元住民のアイデンティティと心理的苦痛について報告した。避難者と地元住民の両者が社会的アイデン
ティティを保つこと、避難者のみならず、地元住民側のストレスマネジメントも重要であることを指摘した。
窪田は「緊急避難・応急避難・長期化避難の各時期における多段階」との題目で話題提供を行った。集落が

「生きたい世界の源泉になるもの」と述べ、県や自治体単位のみならず、集落単位で災害後の復興をデザイン
する重要性を論じた。
安東は「いわき市末続地区における測定活動を通じた地域の信頼回復の試み」との題目で、震災以降に進め
られてきた放射線測定活動を紹介した。集落における暮らしと住民の判断を尊重することが、住民、行政、専
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門家、東京電力を含めた社会全体の信頼を構築するうえで必要不可欠であると言及した。
南原は「長期避難生活後、早期に帰還した高齢者へのインタビュー結果から」との題目で、早期帰還によっ
て健康状態が改善した事例を紹介するとともに、早期帰還を支えた要因について論じた。早期帰還には、心の
支えとなる人とのつながりや場の存在、放射線影響の理解、生きがいとなる日々の生活の支えが必要であると
示した。
興味深いのは、立場や専門の異なる 4件の発表いずれにおいても、地域単位での生活と人と人との結びつき
の重要性が強調されたことである。災害後の支援者が苦痛や負担を抱え込むこともあるなかで、必ずしも橋渡
し役という言葉を容易に使うべきではないかもしれない。とはいえ、看護師や保健師は、地域内の住民にとっ
て身近で、高い信頼が寄せられる存在であり、リスクコミュニケーターとしての優れた職能を持ち、実践者と
して社会的に期待されている点もまた事実である。看護師や保健師、住民、その他専門職らのWell-Beingを
目指す協働活動のあり方のさらなる深化を考えたい。なお、著者の活動については下記文献1)–5)を参照され
たい。
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